
外国人旅行者を対象とした

避難誘導マニュアル



外国人旅行者の増加が今後も期待される
～４，０00万人の時代へ～
近年、外国人旅行者数の順調な増加傾向が続いています。平成29年は2,869

万人（観光庁発表） 10 年 前の状況と比べて約３倍に達しました。今後も東京オリ

ンピック・パラリンピックを控え、順調な増加が続くことが期待されています。

しかし、多くの地域が定めている地域防災計画では、外国人対応について言

及されているものの、地域に在住する外国人を想定したものが多く、外国人旅

行者を想定した計画は多くありません。特に外国人が多く訪れる観光エリアでは

、大規模な災害時には、多数の帰宅困難者の発生が予想されることから、地域

における受入体制を構築し、迅速かつ適切な情報提供を行い帰国を支援しまし

ょう。

日本の災害に不慣れな外国人への備え
外国人旅行者は、日本人が通常持っている自然災害に関する知識や経験が

多くはありません。特に地震を経験したことがある外国人は少ないため、極端な

恐怖を感じる人もいます。

外国人旅行者は、日本に観光目的で来訪している主旨を踏まえ、自助・共助

の精神で緊急時の支援に取組むことが大切です。

●本書では、主に観光エリアでの大規模地震災害を想定し

て、初動対応（避難誘導と帰国支援につながる情報提供

）と観光エリアにおける受入体制の構築についてまとめて

います。

●有事の際の実用性を考慮し、前半に１．避難誘導と２．外

国人旅行者への情報提供を配置していますが、これ らは

３．平常時の心構えを読みながら地域の実情に応 じて加

筆することで完成させるものとなります。

●参考資料では、言語の問題の補助に役立つ、スマートフ

ォンアプリ等のツール、ピクトグラムと多言語文例集等を

掲載しています。

本書について
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1 避難誘導

大きな地震などの災害が発生、最初の揺れが収まってから「何が起こったのか」、

「どうするか」簡潔に周囲に伝え、緊急避難場所へ誘導します。

STEP1 発災直後

❶ 準備開始

● 備品を用意（メモ欄確認）

● 施設本部に状況確認

❷ 声をかけ、状況を説明

● ここは危険です。

It is dangerous here.英

英

❸ 誘導を開始

● 私についてきてください。

Follow me.

【 】（ (TEL： ）

デンジャラス ヒア

中 这里很危险（這裡很危險）

ジョーァリーヘンウエイシエン

韓 이곳은위험합니다
イゴスンウィホマニダ

中 跟着我走吧（跟著我走吧）

ゲンジュオウォゾウバ

韓 따라오세요.

ッタラオセヨ

❹ 状況により連携機関に支援要請

誘導や救助などの協力を依頼します。

連携先

ファォロミー

1

【 】（ (TEL： ）



施設と緊急避難先の位置関係がわかる

地図を貼りつけて

予め作っておきましょう

A-2 緊急避難場所

A-1 施設内の災害時の担当

【自分の担当は 係】（担当箇所： ）

関係する係は

【 係】 （担当者名： ）

【 係】 （担当者名： ）

【 係】 （担当者名： ）

【 係】 （担当者名： ）
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地震が一段落するも、余震の恐れや交通機関の運行停止などにより、外国人旅

行者が帰宅困難者になることが予想される場合は、地域の指定避難所へ誘導し

ましょう。また、誘導途中の外国人旅行者はとても不安を感じていると予想されるた

め、簡単な言語でも声掛けをし、心のケアにも配慮しましょう。

❶ 案内する指定避難所を確認

● 地域災害本部は、外国人受入が可能な

STEP2 発災からひと段落

❸ 指定避難所への誘導を開始

● 私についてきてください。

Follow me.英

英

ファォロ ミー

❹ 誘導中、誘導後の声かけ

● あと 〇分で到着します。

地域災害本部連絡先

【 】

中 跟着我走吧（跟著我走吧）

○ 分钟左右（○ 分鐘後）
中

○ フェンジョンズオヨウ

韓

韓

We will arrive in 〇 minutes.
ウィー ウィルアライブ イン 〇ミネッツ

○ 분 남았습니다

○ ナマッスムニダ

ゲンジュオウォゾウバ

따라 오세요.

ッタラオセヨ

インダオダオアンチュェンチャンスォ

안전한장소에안내합니다

アンヂョナン チャンソエ アンネハムニダ

施設へ連絡します。

（連絡がない場合、自治体の災害本部に確認します）

● 避難所までの経路を確認します。（左ページB-2）

❷ 声をかけ、状況を説明

● 日本語ができる人はいますか？

● 安全な場所に避難します。

英 Flee to a place of safety. 
フリー トゥ プレェィス オブ セェイフティ

中 引导到安全场所（引導到安全場所）

韓
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指定避難所の場所を含む

地域の地図を貼りつけておきます

指定避難所まで

【 分 】
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1 地域の災害時の係

【自分の担当は 係】（担当箇所： ）

関係する係は

【 係】 （担当者名： ）

【 係】 （担当者名： ）

【 係】 （担当者名： ）

【 係】 （担当者名： ）

2 指定避難場所
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2 外国人旅行者への情報提供

情報収集と提供の手順を確認し、情報収集リスト掲載先から情報を集めます。

（１）外国旅行者向け情報窓口の設置

（２）情報収集・提供

❷ 連携機関へ協力要請

通訳や資料翻訳補助などの協力を依頼します。

❶ 情報収集担当、情報提供担当

情報の収集と提供の係を確認します。

災害情報担当

右ページの情報収集リストに従い、情報を収集します。

情報の提供は、下記の支援ツールなども状況に応じて使用しましょう。

【参考資料編】

• Safety tips、VoiceTraなどの
スマートフォンツール(p.17, p.18)

• メガホンヤク（p.19）

• 声掛け文例集（p.20, p.21, p.22）

• ピクトグラム集（p.23, p.24）

• コミュニケーションシート例（p.25, p.26）

連携先

【

【

【

】（TEL：

】（TEL：

】（TEL：

）

）

）

】（担当氏名：

】（担当氏名：

】（担当氏名：

】（担当氏名：

5

）

）

）

）

【担当部署：

安否情報担当

【担当部署：
帰国支援報担当

【担当部署：
生活関連情報担当

【担当部署：
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情報収集リスト

情報収集・記入日 年 月 日記入

防災関連施設名 電話番号 住所 施設までの距離

例 〇〇機関 △△-×××× 500ｍ

行
政
関
連

役所

消防署

警察署

避
難
所

避難場所１

避難場所２

避難場所３

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

災害拠点病院

医療機関１

医療機関２

交
通
機
関

JR

駅

鉄道

バス会社

タクシー会社

そ
の
他
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出国までの経路の交通情報

経路 運行状況（ 日 時現在） メモ

.....................

.....................

.....................

.....................

訪日外国人旅行者の帰国支援のため、この地域から、出国（空港等）までの交

通手段を記載しておきます。発災時は運行状況を記録しておきます。

＜記入例＞

〇〇線

A 駅

平常運行

〇月〇日 〇時現在
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